
各
種
大
会
結
果

◆
長
門
大
津
武
道
大
会

日
時
　
1
1
月
2
3
日
㈹

会
場
　
菱
海
中
学
校
体
育
館

結
果
は
次
の
と
お
り
（
敬
称
略
）

【
剣
道
団
体
の
部
】

小
学
校
低
学
年
の
部

優
勝
・：
三
隅
剣
道
ス
ポ
少
Ａ

「
剣
道
個
人
の
部
」

小
学
校
１
年
の
部

優
勝
・：
中
野
友
美
子
（
沢
江
）

小
学
校
２
年
の
部

優
勝
・：
迫
村
　
純
哉
（
滝
坂
）

・
小
学
校
３
年
の
部

優
勝
・：
山
本
　
一
貴
（
大
竹
）

小
学
校
４
年
の
部

優
勝
・：
福
田
　
真
之
（
宗
頭
）

２
位
…
福
田
　
壮
（
下
中
小
野
）

３
位
・：
中
原
　
駿
介
（
三
隅
剣
道
）

小
学
校
６
年
の
部

３
位
…
迫
村
　
紘
嗣
（
滝
坂
）

【
柔
道
団
体
の
部
】

幼
児
の
部

２
位
…
三
隅
柔
道
ス
ポ
少
Ａ

・
小
学
校
１
年
の
部

２
位
…
三
隅
柔
道
ス
ポ
少
Ａ

小
学
校
２
年
の
部

優
勝
…
三
隅
柔
道
ス
ポ
少
Ａ

・
小
学
校
３
年
の
部

優
勝
：
三
隅
柔
道
ス
ポ
少

小
学
校
４
年
の
部

２
位
：
三
隅
柔
道
ス
ポ
少

小
学
校
５
年
の
部

優
勝
：
三
隅
柔
道
ス
ポ
少
Ａ

小
学
校
６
年
の
部

２
位
・：
三
隅
柔
道
ス
ポ
少

「
柔
道
個
人
の
部
」

・
幼
児
の
部

３
位
・：
田
村
　
紗
希
（
三
隅
柔
道
）

小
学
校
１
年
の
部

３
位
・：
中
本
　
遼
太
（
生
島
）

・
小
学
校
２
年
の
部

優
勝
・：
原
川
　
舞
（
中
村
）

３
位
…
中
野
　
大
希
（
下
中
小
野
）

小
学
校
５
年
の
部

２
位
・：
伊
達
　

幸
江
（
豊
原
）

３
位
…
永
田
　
泰
雅
（
野
波
瀬
）

３
位
…
幸
村
　
翼
（
豊
原
）

小
学
校
６
年
の
部

３
位
・：
原
川
　
勝
己
（
中
村
）

◆
太
陽
家
具
杯
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会

日
時
　
1
1
月
2
5
日
床

参
加
者
数
　
３
５
０
人

結
果
は
次
の
と
お
り
（
敬
称
略
）

ブ
ロ
ッ
ク
優
勝
・：
大
田
忠
男

（
殿
村
新
開
）

◆
長
門
大
津
婦
人
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

日
時
　
1
2
月
1
2日
㈲

会
場
　
な
が
と
総
合
体
育
館

参
加
チ
ー
ム
数
　
1
6
チ
ー
ム

結
果
は
次
の
と
お
り

（
Ｂ
級
の
部
〉

優
勝
・：
ひ
ま
わ
り

（
Ｃ
級
の
部
）

優
勝
…
あ
け
ぼ
の

２
位
・：
レ
イ
ン
ボ
ー

国硼圖囹圄介
トレ セン図書室より

〈子 ど も 向 け 〉
『Say “ Ｎｏ!”  “ やめ て! ” といお う 』

( 監) 安 藤由紀
『 こども語源じ てん 』　　( 編) 山 口佳紀
『 そらとぶ ねこざ かな 』

( 作) わ たなべ ゆう いち
『 アンパンマン のクリ スマス 』

( 作) やなせた かし
『こ ねこのポカ リナ 』　　( 作) 土井 香弥
『ど んな かお？ 』( 作)ジュリー・クラーク
『寿 限無 』　　　　　　　　( 著) 斉藤孝
『ど っどど どど うど 雨ニ モマケズ( 宮沢

賢治) 』　　　　　　　　　( 著) 斉藤孝
『柿くえ ば鐘が 鳴るな り( 俳 句) 』

( 編著) 斉 藤孝
『朋 有り 遠方より 来たる 』( 編著) 斉藤 孝
『な にをたべたか わかる ？』( 作) 長新 太

〈大 人 向 け 〉
『人質 』　　　　　　( 著) 郡 山総一郎 他
『年中行 事・記念 日事典 』

( 編) 学研 辞典編集 部
『へんな いき もの』　　( 著) 早川 いく を
『二度 目の青春 』　　　( 著) 近 藤利三郎
『イチロ ー 北野武 キャッチ ボール 』

( 著) 北野武他
『心が強くな る言葉 』　　( 著) 中村天風
『幻覚 』　　　　　　　　( 著) 渡辺淳一
『五十歳から の生き方 』　( 著) 中野孝次
『種まく子 供たち 』　　　( 編) 佐藤律子

町
民
文
芸

俳
　
句

清
風
句
会

す
が
れ
ゆ
く
裾
野
点
し
て
石
蕗
の
花

長
沼
　
康
子

日
を
受
け
て
垣
の
山
茶
花
紅
ま
し
ぬ

岩
本
さ
つ
き

山
茶
花
に
潜
み
し
鳥
の
高
音
か
な

山
茶
花
の
彩
に
魅
廿
ら
れ
写
し
撮
る

美
　
代
　
子

熟
女
達
ル
ー
ジ
ュ
濃
い
め
に
年
忘
れ

沖
村
美
智
子

さ
ざ
ん
か
の
花
に
出
湯
の
灯
の
と
ど
く

香
　
　
　

坊

石
蕗
の
花
よ
け
て
急
ぎ
ぬ
釣
場
ま
で

国
田
か
い
ち

山
茶
花
の
傲
り
際
悲
し
我
が
狭
庭

松
田
　
妙
子

山
茶
花
や
夜
半
の
嵐
に
傲
り
染
む
る

大
谷
　
つ
ね

霜
降
り
て
白
一
色
の
休
耕
田中

津
留
公
子

閖
き
上
手
ば
か
り
揃
い
て
日
向
ぼ
こ

西
村
美
千
代

山
茶
花
に
妾
口
ず
さ
む
古
き
歌

冨
田
佳
津
美

短
　
歌三

隅
短
歌
会

（
順
不
同
）

善
戦
に
徐
州
の
街
の
夜
は
深
く
ロ
ー
ソ

ク
の
灯
り
う
る
み
て
い
た
り

嫁
ぎ
先
に
毋
引
取
る
て
ふ
境
遇
の
似
か

よ
ふ
人
を
友
と
親
し
む

山
中
　
敬
子

今
宵
き
く
蕎
麦
殻
ま
く
ら
の
音
か
す
か

手
術
に
痛
む
頭
を
置
け
ば岡

　
　
松
子

今
日
も
ま
た
事
な
く
終
え
て
仏
壇
に
灯

と
も
せ
ば
白
菊
匂
え
り

松
野
美
津
子

仏
前
に
灯
り
と
も
せ
ば
亡
き
朋
の
笑
顔

ほ
の
か
に
た
ち
て
ゆ
ら
め
く

玉
江
　
繁
一

月
光
に
電
線
の
影
続
く
道
を
わ
が
影
ぼ

う
し
綱
渡
り
し
て
ゆ
く

立
間
　
雅
子

夕
餉
に
と
も
げ
ば
花
ゆ
ず
に
ほ
ひ
た
づ

黄
も
あ
ざ
や
か
に
灯
の
ご
と嶋

田
　
靖
代

芋
売
れ
て
芋
売
り
舟
の
か
へ
り
ゆ
く
灯

の
と
も
り
た
る
沖
の
ふ
島
に伊

藤
　
一
郎
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